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イノラートは三重結合をもつ

アニオン種であり、カルボニル

基等に対する高い反応性を示す
1。発表者らは、α,α-ジブロモエ

ステル(1)のダブルリチウム -臭

素交換反応によって、イノラー

トを効率的に生成する手法を報

告している 2。一方で、本法では、

原料(1)の調製が煩雑であった。

そこで、本研究ではより簡便な

イノラート生成法の開発を目的

に、エステルのダブル脱プロトン化を用いたイノラートの生成について検討した。 

エステルカルボニル基への塩基の付加を抑制するため、2’,6’位に嵩高い置換基を有するフェニル

エステル(2)を用いてイノラートの生成を検討した。その結果、t-ブチル基を有するエステル(2a)に

対して t-BuLi を作用させると、効率的にイノラートが生成することが分かった。本手法を用いる

と、アルキルのみならず、アルケニル、アルキニル、シロキシ基等、(1)からでは生成が難しかった

官能基を含む様々なイノラートを調製することができた。さらに、このイノラートは、ケトンの 4

置換オレフィン化(3)の合成、ニトロンとの 1,3-双極子環化付加反応(4)、ベンザインとの 3連続環化

付加反応(5)などに適用でき、従来法と遜色ない収率で生成物を得た 3。 
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